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Abstract 
A pattern of breathing can be affected by 

sounds. It has been argued that listening to 
music increases the number of breaths. 
However, whether simple sounds affects the 
respiratory pattern has not been closely 
investigated. We conducted an experiment 
which examines if rising and descending tomes 
changes breathing patterns. As predicted, the 
result indicated that the rising tone induces 
inspiration and that the descending tone 
induces expiration. The simple sound changes 
seemed to affect the breathing patterns.   
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１．導入 
1.1 呼吸と音楽 
呼吸パタンは外的刺激に影響されて変動する。

呼吸に影響する外的刺激としては音楽がある[1]。

音楽が生体に及ぼす影響は呼吸[1]を含め、発汗

[2]など複数の生理指標を用いて検討されてきた。

音楽への生体反応は情動と深く関わっているこ

とが指摘されている[1][2]。 

呼吸数に関して、音楽を聞いている時、聞く

前と比較すると増加することが早くから言われ

ている[3][4]。[3][4]はクラシック音楽を聞か

せたものであるが、音楽のジャンルによって生

理反応が異なるとの報告もある。[1]ではダンス

音楽やマーチが運動反応を引き起こし、それ以

外のジャンルの音楽は呼吸数や心拍数に影響を

与えるとしている。また、[1]は音楽に対する生

理反応には個人差が大きいことも指摘している。

個人差に関して、[2]は音楽経験の長さを挙げて

いる。[2]は発汗を指標として用いた実験で、結

果として音楽経験の短い人は経験の長い人より

音楽聴取時の発汗量が多かった。呼吸数以外の

呼吸の変化としては、音楽のリズムと呼吸のリ

ズムが同期することが報告されている[5]。音楽

のどういった側面が生体に影響しているのだろ

うか。音楽をリズム因子とメロディ因子に分け

て分析した試み[6]があるが、この分析に対して

[4]は音楽の諸要素を分解することの難しさを指

摘している。[7]は和音・テンポ・メロディー・

ピッチ・音質・演奏スタイル・音量などを情動

反応を規定する要因として挙げており、１要因

を変化させると全体の印象が変わるため音楽の

諸要素を分解して検討することはやはり難しい

としている。 

 

1.2 呼吸と音 
音楽の諸要素を分解する方法のひとつに単純

な音刺激の操作が考えられる。単純な音による

呼吸への影響を観た研究は我々が調べた限り見

当たらないが、経験的に単純な音の変化を呼吸

リズムを整える方法として用いた先行研究[8]が

ある。[8]が過換気症候群の治療法を提案したも

ので、呼吸を補助するために、息を吸うと上昇

する音が流れて、息を吐くと下降する音が流れ

る装置を使っている。上昇する音に吸気を対応

させ、下降する音に呼気を対応させることは経

験的に自然であるため、1980 年代にはこのよう

な訓練が呼吸を整える方法として有効になると

考えられた。 

本研究では被験者が音と呼吸の対応を意識し

ていない状態であっても、上昇する音が呼気を

誘発し、下降する音が呼気を誘発する可能性に

ついて検証する。上昇音および下降音の呼吸へ

の影響を観る実験はおそらく初めてのものだ。

実験には上昇音・下降音そして平坦な音を使用

する。音の間隔を一定にすることでテンポを一

律にし、上昇音・下降音と平坦な音に対する呼

吸の反応を比較することで、音程の変化による

影響を特定しようとするものである。 

 

 
2. 実験 

2.1 被験者 
被験者は 22歳の学生 2名 NK, KSである。 
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2.2 材料 
サンプル音の作成にはソフトウェアシンセサ

イザーとして ES1（apple、Logic Pro8）を用いた。

音の上昇及び下降には、ピッチベンドを使用し、

音程の変化は直線的なものとした。２秒間のサ

ンプル音を４秒のインターバルをはさんで９回

繰り返す試行を音程と（A1、A2、A3、C２、C3、

C4）と音程の変化の度合いによって１２種類用意

した。音程の変化は１オクターブと２オクター

ブの２種類とした。上昇ないし下降する音の試

行のあいだには音程の変化が加えられていない

試行を加え、フィラーとした。 

 

2.3 手続き 
仰臥位で閉眼を指示し、ヘッドホンによって

サンプル音を聴取させた。実験は休憩をはさん

で２回に分けられた。生体応答の測定には

Procomp infiniti（ToughtTechnology社製）を使

用し、呼吸活動、皮膚電気活動（SC）、皮膚温

（ Temp）を測定した。呼吸活動の測定器

（Resp-Flex/Pro）は胸部の高さに固定した。 

 

2.4 予測 
本実験では、平坦な音の試行と比較して、上

昇音と吸気が一致することが多く、下降音と呼

気が一致することが多いと予測している。 

 

3. 分析と考察 

被験者 NK の結果に対して分析を行った。分析

結果を以下の表でしめす。この表は呼吸と音の一

致パタンを示したものである。この分析におい

て、音の前方後方±0.5 秒以内に呼気または吸気

が始まっている場合、一致していると見なす。

表の「パタン」における「z」は刺激音の前方を

表し、「k」は刺激音の後方を表す。また、例え

ば「xk」は呼吸の吸い終わり／吐き始めに注目し

たパタンで、呼気の始まりが音の後方と一致し

ていることを示す。「zx」は呼吸の吐き終わり／

吸い始めに注目したパタンで、吸気の始まりが

音の前方と一致していることを示すものであ

る。 

予測をこのパタンで示すと、上昇する音は zx, 

xk になるはずであり、下降する音は xz, kx のパ

タンになるはずである。 

分析結果は、上昇音で xk のパタンが他の音よ

り高い割合で観察された。これは予測に合致す

る傾向である。また、下降音で xz のパタンが上

昇音より高い割合で観察されており、これも予

測に合致する。ただし、下降音の xz パタンに関

しては、平坦音とほぼ同じ結果となっているた

め、下降音による影響が強いとは言えないだろ

う。また、下降音で kx のパタンが他の音よりや

や高い割合で観察された。これも予測に合致す

る傾向である。 

今回の実験では情動の影響を SCと Tempによる

観測を試みた。しかし SC については特徴的な変

化は見られなかった。一方で Temp では被験者 KS

において呼気位との対応があると思われる。この

ことが音の聴取とどのような関係にあるかは検

討する必要があるだろう。 

 

表 

 

 
 

図 1 被験者 KS の呼吸活動 

 

 

音の種類 パタ ン 回数 割合 パタ ン 回数 割合
平坦音 xz 49 zx 47

xk 42 kx 47
100 % 100 %

上昇音 xz 19 zx 21
xk 25 kx 21

100 % 100 %
下降音 xz 24 zx 21

xk 21 kx 25
100 % 100 %

24 .5％ 23.5％
21％ 23.5％

全体　 200 全体　 200
20％ 22.1％
26.3％ 22.1％

全体　 95 全体　 95
24 .2％ 21.2％
21.2％ 25.2％

全体　 99 全体　 99
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図２ 被験者 KS の皮膚温 

 

4. まとめ 

 呼吸と音の一致パタンから、上昇音は吸気を

促し、下降音は呼気を促すという予測に沿った

傾向が見られた。 

 今後、同様の実験で被験者数を増やし、統計

処 理を行って、さらに分析を進めていきたい。   

また、より広範な音域を刺激音として採用する

ことで、呼吸に影響を与えているのが音の変化、

すなわち上昇や下降であるのか、それとも音そ

のものの高さであるのかについて検証したい。

加えて、個人の音楽経験の違いが音に対する反

応を左右する可能性についても将来的に検討し

ていきたい。 
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